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1.  平成24年3月期第1四半期の連結業績（平成23年4月1日～平成23年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第1四半期 1,237 7.8 449 8.1 462 6.9 254 5.4
23年3月期第1四半期 1,147 △5.4 416 1.3 432 △2.9 241 △9.3

（注）包括利益 24年3月期第1四半期 237百万円 （0.4％） 23年3月期第1四半期 236百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第1四半期 64.32 ―
23年3月期第1四半期 58.09 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年3月期第1四半期 7,436 6,327 85.1
23年3月期 7,179 6,201 86.4
（参考） 自己資本   24年3月期第1四半期  6,327百万円 23年3月期  6,201百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 28.00 ― 28.00 56.00
24年3月期 ―
24年3月期（予想） 28.00 ― 28.00 56.00

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 2,000 3.0 550 9.9 565 9.2 330 11.5 83.46
通期 3,650 3.2 730 3.4 750 3.2 440 6.8 111.28



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。詳細は、４ページ ２.サマリー情報（その他）に関する事
項をご覧ください。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方
法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載の業績予想数値は、当社が本資料発表時点で入手可能な情報による判断、仮定および確信に基づくものであり、今後の内外の経済情勢、事業運
営における状況変化、あるいは見通しに内在する不確実な要素や潜在的リスク等さまざまな要因によって、実際の業績は予想数値と大きく異なる結果となり得る
ことがあります。なお、リスクや不確実な要素には、将来の出来事から発生する予測不可能な影響等も含まれます。 

4.  その他

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期1Q 4,250,000 株 23年3月期 4,250,000 株
② 期末自己株式数 24年3月期1Q 296,048 株 23年3月期 296,048 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期1Q 3,953,952 株 23年3月期1Q 4,154,019 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第１四半期（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）におけるわが国経済は、平成23

年３月11日に発生した東日本大震災による広範な被害や電力供給の制限によって、企業活動が深

刻な影響を受け低調な推移となりました。 

情報サービス産業においても、持ち直しつつあったIT投資は再び弱い動きとなり、厳しい受注

環境が続きました。 

  

このような状況のもと、当社グループは顧客ニーズの変化およびクラウドコンピューティング

等の技術変化に対応するスピーディな事業展開を図るために、平成23年４月21日付けで、技術営

業、サポートおよび製品開発機能を統合して「プロダクト事業本部」を新設し、同本部内に事業

領域別に製販一体型組織として「運用オートメーション部」、「帳票システム部」、「IT サービ

スマネジメント部」を設置しました。また、メインフレーム顧客のニーズに対応した活動をより

強化するために、顧客サービス部のプレミアムプロジェクトを「プレミアムカスタマ部」に昇格

させました。 

  

当第１四半期においては、この新体制のもとで事業領域ごとの市場特性や顧客動向、主力製品

のライフサイクル等を踏まえた事業戦略を立案し、多様化するニーズに応じた営業および提案活

動に努めました。 

さらに、前期後半より注力している新規顧客の開拓においては、専任の営業チームによる組織

的なアプローチを全国規模で展開し、顧客とのリレーションシップ構築とともにニーズの掘り起

しに取り組みました。 

海外事業においては、中国での販売活動が着実に成果を上げ、現地企業ならびに日系企業にお

いて運用自動化ツール「A-AUTO（エーオート）」が新たに採用されました。また、平成23年３月

にBSPグループの第２の研究開発拠点として開設した、BSP上海西安R&Dセンターにおいて中国市場

向けの製品開発に着手しました。 

  

これらの結果、当第１四半期においては、メインフレームの大型案件等の第２四半期へのずれ

込みがあったものの、運用自動化製品および帳票製品を中心にプロダクト販売が伸長し、売上高

は12億37百万円（前年同期比7.8％増）となりました。 

このうち、製品導入後のサポートサービスによる保守サービス売上は７億54百万円（前年同期

比3.2％増）、技術支援サービス売上は44百万円（前年同期比56.5％増）となりました。 

  

利益については、研究開発費は増加したものの、全社的な業務合理化および経費削減に努めた

ことによって販管費は、ほぼ前期並みの７億11百万円（同3.6％増）となりました。営業利益は４

億49百万円（同8.1％増）、経常利益は４億62百万円（同6.9％増）、四半期純利益は２億54百万

円（同5.4％増）となり、１株当たり四半期純利益は64円32銭（前年同期は58円09銭）となりまし

た。 

  

 各セグメントの状況は、次のとおりです。 

 なお、当第１四半期より開示セグメントを変更しております。詳細は、本日、平成23年8月9日

発表の「開示セグメントの変更に関するお知らせ」をご参照ください。 

  

＜プロダクト事業＞ 

当第１四半期の売上は３億12百万円となり、営業損失は１億27百万円となりました。東日本大

震災発生に伴い、新規投資の見直しや抑制、案件の長期化等があったものの、既存顧客を中心

に、主力製品の運用自動化ツール「A-AUTO（エーオート）」および帳票システム「BSP-RM（ビー

エスピー・アールエム）」等が伸長し売上は堅調に推移しました。 

また、ITサービスマネジメント領域においては、ITサービスマネジメントツール「LMIS（エル

ミス）」のコンセプト浸透を目的に積極的な提案活動を展開し、４月末より発売を開始したクラ

ウドサービス「LMIS on cloud（エルミス・オン・クラウド）」が短期の検討で採用が決まるなど

新規案件も立ち上がってきました。 

 ITシステム運用においては、仮想化、アウトソース化による内外のIT資産を有効活用する動き

とともにクラウドサービスの活用が進んでおり、ITシステム運用の形態もIT資産の所有から、IT

１．当四半期決算に関する定性的情報
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を活用したサービスの利用へ大きく変化しつつあります。 

当社グループは、クラウド時代に求められるITシステム運用管理のあるべき姿を実現する製品

およびサービスの提供に積極的に取り組んでおります。 

第２四半期以降は、「A-AUTO（エーオート）」の新バージョン投入による新規案件および大型

案件の立ち上げに取り組んでまいります。また、帳票領域においては、７月に大量のPDFデータの

高速生成を実現する新製品「帳票DASH！PDF」を発売し、拡大が見込まれるPDF市場での提案活動

を強化してまいります。 

さらに、ITサービスマネジメント領域においては「LMIS（エルミス）」の採用事例、導入事例

とともにホワイトペーパー（技術白書）も活用した、より幅広い顧客層へのアプローチを推進す

るとともに、有力クラウドサービス企業との協業による販売チャネル拡充や新たな事業展開を図

り、受注拡大に努めてまいります。  

  

＜メインフレーム事業＞ 

当第１四半期の売上は8億43百万円となり、営業利益は６億21百万円となりました。 

投資効果に対する慎重な企業姿勢を背景に、受注成約までのリードタイムの長期化や発注の先

送り等が発生し、プロダクト販売は減少しましたが、大手金融機関向けの技術支援サービスおよ

び保守サービス売上は堅調な推移となりました。 

 第２四半期以降は、先送りされた案件の確実な受注、新規顧客の開拓に加え災害対策やコスト

削減等をテーマにしたセミナーの開催等を通じた営業活動を展開し、受注拡大を図ってまいりま

す。 

  

＜ソリューション事業＞ 

 当第１四半期の売上は82百万円となり、営業損失は29百万円となりました。 

 震災の影響によってコンサルテーションや人材育成等の受注は伸び悩みましたが、金融機関向

けをはじめとする大型プロジェクト案件や運用設計、メインフレームからのマイグレーション、

システム移行支援サービス等が増加しました。 

 また、震災を契機にBCP（事業継続計画）や計画停電への本格対応が進む中、全国規模でデータ

センターの活用ニーズが活発化しており、新たなソリューションサービスとして「データセンタ

ー移行支援サービス」の提供も開始しました。 

 なお、当第１四半期末の受注残高は1億22百万円（前年同期比47.0％増）と増加しました。  

 第２四半期以降は、独自の会員制サービス「シスドック」のメニュー拡充によるストックビジ

ネスの強化、企業のIT部門の課題を多方面から可視化する新たなアセスメントサービスの投入、

ニーズ拡大が期待されるデータセンター移行支援サービス等による活動を進め受注拡大を図って

まいります。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

資産、負債および純資産の状況 

（資産） 

 当第１四半期末における総資産は、前連結会計年度末（以下、前期末）と比較して２億57百万

円増加し、74億36百万円となりました。これは主に、現金及び預金が１億57百万円、受取手形及

び売掛金が１億24百万円それぞれ増加した一方で、投資有価証券をはじめとする投資その他の資

産が32百万円減少したことによるものです。 

（負債） 

 負債合計は、前期末と比較して１億31百万円増加し、11億８百万円となりました。これは主

に、前受金が87百万円、保守サービス引当金が67百万円それぞれ増加した一方で、未払金が76百

万円減少したことによるものです。 

（純資産） 

 純資産は、前期末と比較して１億26百万円増加し、63億27百万円となりました。これは主に、

四半期純利益の計上により２億54百万円増加し、配当金の支払いにより１億10百万円減少したこ

とによるものです。 

 この結果、自己資本比率は85.1％（前期末は86.4％）となりました。 

   

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 今後も、東日本大震災や節電に伴う企業活動へのさまざまな影響が懸念され、高水準な失業率
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等とともに企業収益への下押し圧力によって、景気の持ち直しには、なお時間を要するものと思

われます。 

 情報サービス産業においては、災害対策やBCP（事業継続計画）強化のための投資拡大も期待さ

れますが、投資判断および投資効果に対する企業姿勢は依然厳しく、第２四半期以降も、引き続

き厳しい環境が続くものと見込まれます。 

  

 このような見通しのなか、当社グループにおいては、第１四半期に引き続いて、事業領域ごと

に、きめ細かな戦略立案とスピーディな施策実行を着実に進め、製品力およびサービス品質の向

上とともに、受注および売上の拡大に取り組んでまいります。 

また、既存顧客とのより一層のリレーションシップの強化、新規顧客の開拓および新規ニーズ

の発掘にも継続して取り組み、新たな案件の立ち上げに努めてまいります。 

中国ビジネスにおいては、現地の優良パートナーとの提携や共同提案、プロダクト事業本部と

の連係強化による販売活動の一層の強化を進めてまいります。さらに、運用自動化はじめ本格的

な立ち上がりが見込まれるシステム運用ニーズへ対応した新製品開発も加速してまいります。 

  

平成24年３月期の業績予想につきましては、平成23年５月10日に発表した予想数値から変更は

ありません。 

   

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 該当事項はありません。  

  

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対

する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を

乗じて計算しております。 

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

   

２．サマリー情報（その他）に関する事項
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４．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成23年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,176,280 3,333,582

受取手形及び売掛金 600,522 724,800

有価証券 1,499,802 1,499,796

たな卸資産 4,060 4,009

繰延税金資産 115,533 115,533

その他 45,955 66,062

流動資産合計 5,442,154 5,743,785

固定資産   

有形固定資産 79,392 78,715

無形固定資産   

ソフトウエア 133,785 130,924

のれん 17,866 10,273

その他 1,664 1,624

無形固定資産合計 153,317 142,823

投資その他の資産   

投資有価証券 584,732 566,784

繰延税金資産 24,955 24,955

長期預金 700,000 700,000

その他 194,527 179,700

投資その他の資産合計 1,504,216 1,471,440

固定資産合計 1,736,925 1,692,979

資産合計 7,179,079 7,436,764
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成23年６月30日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 48,728 60,610

未払法人税等 203,617 209,990

賞与引当金 50,375 20,928

役員賞与引当金 13,610 3,546

保守サービス引当金 105,700 173,500

その他 509,015 594,103

流動負債合計 931,046 1,062,678

固定負債 46,571 46,118

負債合計 977,618 1,108,796

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,330,000 1,330,000

資本剰余金 1,450,500 1,450,500

利益剰余金 3,743,073 3,886,712

自己株式 △300,735 △300,735

株主資本合計 6,222,838 6,366,477

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △15,093 △33,041

為替換算調整勘定 △6,283 △5,467

その他の包括利益累計額合計 △21,377 △38,509

純資産合計 6,201,461 6,327,967

負債純資産合計 7,179,079 7,436,764
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

売上高 1,147,026 1,237,050

売上原価 44,603 76,078

売上総利益 1,102,422 1,160,971

販売費及び一般管理費   

給料及び手当 215,576 218,817

賞与引当金繰入額 17,626 17,071

役員賞与引当金繰入額 2,814 3,546

保守サービス引当金繰入額 45,300 67,800

研究開発費 56,067 75,388

その他 348,747 328,465

販売費及び一般管理費合計 686,131 711,089

営業利益 416,290 449,882

営業外収益   

受取利息 870 621

受取配当金 11,967 10,786

その他 4,121 1,601

営業外収益合計 16,959 13,009

営業外費用   

コミットメントフィー 437 375

その他 51 －

営業外費用合計 489 375

経常利益 432,760 462,516

特別損失   

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 6,380 －

特別損失合計 6,380 －

税金等調整前四半期純利益 426,380 462,516

法人税等 185,072 208,167

少数株主損益調整前四半期純利益 241,307 254,349

四半期純利益 241,307 254,349
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 241,307 254,349

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △5,356 △17,948

為替換算調整勘定 310 816

その他の包括利益合計 △5,045 △17,132

四半期包括利益 236,261 237,216

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 236,261 237,216

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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 該当事項はありません。  

  

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年６月30日） 
１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の税金等調整前四半期純利益と調整を行っております。
  
Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年６月30日） 
１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
  

２．報告セグメントの変更等に関する事項 
当社は、当第１四半期連結累計期間より、平成23年４月21日付で実施した組織変更に伴い、従来「プロダクト

事業」および「ソリューション事業」の２つを報告セグメントとしておりましたが、これを「プロダクト事
業」、「メインフレーム事業」および「ソリューション事業」の３つに変更しております。 
なお、この組織変更は、顧客ニーズの変化やクラウドコンピューティング等の技術変化に対応したスピーディ

ーな事業展開を図ることを目的としたものであります。 
また、事業区分の変更に伴い、従来はセグメント利益を税金等調整前四半期純利益としておりましたが、当第

１四半期連結会計期間より営業利益に変更しております。  
変更前の事業区分による当第１四半期連結累計期間のセグメント情報は、以下のとおりであります。  

（注）セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の税金等調整前四半期純利益と調整を行っております。
  

 該当事項はありません。  

  

 該当事項はありません。  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報等

  （単位：千円）

  

報告セグメント 

調整額 
四半期連結損益
計算書計上額 プロダクト 

事業  
ソリューシ
ョン事業 

計 

売上高           

外部顧客への売上高  1,093,327  53,698  1,147,026  －  1,147,026

セグメント間の内部売上高又は振替高  －  750  750  △750  －

計  1,093,327  54,448  1,147,776  △750  1,147,026

セグメント利益又は損失（△）  444,618  △18,237  426,380  －  426,380

  （単位：千円）

  

報告セグメント 

 その他  計 調整額 
四半期連結
損益計算書
計上額 

プロダクト 
事業   

メイン 
フレーム 
事業  

ソリューシ
ョン 
事業 

売上高               

外部顧客への売上高  312,956  843,361  80,732  －  1,237,050  －  1,237,050

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

 －  －  1,308  －  1,308  △1,308  －

計  312,956  843,361  82,040  －  1,238,358  △1,308  1,237,050

セグメント利益又は 
損失（△） 

 △127,733  621,650  △29,319  △14,715  449,882  －  449,882

  

報告セグメント 

調整額 
四半期連結損益
計算書計上額 プロダクト 

事業  
ソリューシ
ョン事業 

計 

売上高           

外部顧客への売上高  1,156,318  80,732  1,237,050  －  1,237,050

セグメント間の内部売上高又は振替高  －  1,308  1,308  △1,308  －

計  1,156,318  82,040  1,238,358  △1,308  1,237,050

セグメント利益又は損失（△）  491,620  △29,104  462,516  －  462,516

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（６）重要な後発事象
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